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　高次精神活動 に よ っ て誘発さ れ る反射て ん か ん の

報告例は少な い。今回我 々は暗算及ひ そろばん 算が

主な賦活因とな る反射て ん かん の
一

症例 を経験 した

の で報告する e

　症例 は 31 歳女性．右利 き 。 既往歴に 問題な し。

母親に子癇の 既往があるが 、 てんかん の 負因な し1。

昭和 48 年 、 17 歳時そ ろはん等の 手指の紬か い運

動 を して い る際右手指及ひ 右前腕が ピ ケピ ウ動 くこ と

に 気付い た。 1年後、数学の 試験中 に 全般性強 直間

代発作を起こ し、PB ，　 PHT 合剤を処方され 、不

規則な が らも服用 して い たが発作抑制 に は至 らず、

右手指の Eteoニー及ひ数秒間 の 意識消失発作が度々起

こ り 、 年 に 2 ，3 回は全般性強直間代発作を呈 して

い た 。 月経直前、月経中 に頻発する傾向を認め る、，

CT て は異 常な し。

　昭和 62 年梅新診療所初診 ．種々 の 計算を中心 に 、

構成行為、読字、書字等の 神経心理学 的脳波賦活を

行 ・
丿 た。誘発され る臨床 発作は暗算の 場合は非定型

欠神で あ り、書字及ひそ ろばん算の 場合は利 き手の

ミ抄 〇二・発作て あ っ た 。 賦活され ろ異常脳波は全般性

棘徐波 で あ り、左右同期性てあ
一
・ た が 、暗算に

tappingを組み 合わ ぜた場合は左 F − C か ら始まる

こ とが多か っ た。脳波上 の 賦活効 果は暗算 で 最 も高

く、棘徐波数 32 ，7 ／mim 次い でそ ろ ば ん算、棘

徐波数 17 ．9 ／ ntin、その 他は効果は低 くな り筆算．

棘徐波数 4 。29 ／ min 、等で あ り、tappm 呂 の み で

は賦活は認 め られ な か っ た。以上 より発作誘発要因

として 高度の 精神緊張 と高次精神活動、特に 計算が

必要 で あ り、非 言語性高次大脳機能に よ っ て誘発さ

れ る反射 て ん か んの
一・群に 含まれ るも の と考え られ

るが、運動の 要因も関与して い る こ とが推定 され る t：

こ れ らの 点 に つ き、神経生理学的に 考察ず る 。

　痙攣が 思春期 に 増加す る こ とは Gowers （1885 ）に よ り報

告 され ， 今 日で も多 くの 医 師 が しば しば 経 験 す る と こ ろで

あ る。しか し， 長 期間外来 にて followされ て い る て ん か ん

児が ， 思 春期 に 痙攣が 増 悪 す るか否 か に 関す る 報告は きわ

めて 少な い （Dia   topoulus ＆ Crurnrine　1986 ，蹠 is−

zewska 　1987 ）。 今 回 私 共は Ret．rospect ．iveに 思 春期前 よ

り思 春 期 に 至 るまで 観 察 しえ たて ん か ん 児 の 痙 攣 頻 度 の 変

化に つ い て 痙攣 の t．ype 別に 検討 した。（対象および方法 ）

英国の University　Hospital　of　Walesの 小 児神経外来お

よび順天 堂大学小児科およびそ の 関連病院 に 来院中の て ん

かん 児 で ，すべ て growth 　velocity 　chart よ り 思 春 期 の 時

期を決 定 で き ， また思 春期開始 前後の 痙攣 頻 度を比 較 で き

る計60例 とした 。 こ れらに つ い て 抗痙攣剤 の 投与量および

血 中濃 度 も同時 に 検索 した 。 痙 攣 の 分 類 は Intemational

Classificat．ion（1981，1985 ）に そ っ て 分 類 した。女 児 の 思

春 期 の 開始 年令 は平 均 10．5歳 ，男 児 は 12．5歳 で あ っ た。全

例 の follow　up 期間は平均約 7 年 で あ っ た 。 結果 の 分析 に

は Wilcoxon 　matched −pairs　signed −ra 皿 ks　test（Siegel

1956 ）を 用 い た。（結 果 ）Juvenile　myoclonic 　epilepsy

は従 来 よ り報 告 され て い る よ うに 思 春期 の開 始 と と もに 痙

攣 の 頻 度 が増 加 し，思 春 期終 了時 に は痙攣 頻 度が 減少 した。

Benign　epilepsy 　of　children 　with 　cent．ro −temporal 　Iilil［｝

foci（BECCT ）で は思 春期 の 始 まる頃 に は 痙攣 の頻度 が 減

少す る傾 向 に あっ た 。 Generalized　tonic−clonic 　seimlres

（GTCS ）で は 思 春期 の 開始 とともに 痙攣頻度 が増 加 し ，

思春期終了時 に は痙攣頻度 は減少 した 。 しか しCOInplex

pa 而 al　 seizures （CPS ）で 1ま痙攣 の 頻度 と思 春期 の 間に
一

定 の 傾向は認 め られ なか っ た 。 （考案 ）て ん か ん に お ける

思 春期 の 影 響 を考 え る場 合 に は痙 攣 の tYpe 別 に検討する こ

とが重 要 と思 われ た。GTCS で は C咫 よ りも思 春 期 の影 響

を受け るこ とが示 唆 されたが ，今後内分 泌的な 検索 も必 要

と思 われ た e
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